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業  種 バス 

取組分野 情報伝達及びコミュニケーションの確保 

テ ー マ 乗客に対するシートベルト着用の啓発に関する取組み 

取組の狙い バス車内においてシートベルト着用を促す情報提供を行い、乗客のシート

ベルト着用率の向上を図る。 

具体的内容 １．平成 28 年 1 月の軽井沢スキーバス転落事故を契機に、シートベルト

着用の徹底に対する重要性が社会的に再認識され、しずてつジャストラ

イン㈱においても乗客のシートベルト着用率の向上を図っていくこと

が課題であった。 

２．乗客のシートベルトに対する意識を高めることが着用率の向上に繋が

るのではないかとの考えから、以下の方法でシートベルト着用を促す情

報提供を行うこととした。 

(１)車内安全啓発用動画の放映 

  従前は乗務員が車内マイク放

送によるシートベルト着用案内

を行っていたが、高速道路に入る

直前のバス停発車時より、約 3分

間の車内安全啓発動画の放映を

行い、シートベルトの着用方法、

非常用扉の開扉方法について動

画で分りやすく説明を行ってい

る。 

(２)安全のしおりの作成 

 シートベルトの着用方法や緊急

時の対応等が記載された安全の

しおりを、各座席の網ポケットに

設置し乗客がいつでも確認でき

るようにしている。 

(３)ヘッドカバーでの注意喚起 

 バスの座席のヘッドカバーに「シ

ートベルトをお締めください。」

との文言を印刷し、乗客が着席す

る際に目に入りやすいようにし

ている。 
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取組の効果  視覚と音声両方での案内により、乗客のシートベルト着用率は確実に高

まっており、安全にも寄与している。また、車内安全啓発用動画を放映す

ることで、運転に集中する環境が整えられ、負担軽減に繋がっている。 
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